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第一部 【企業情報】

　

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第54期
第２四半期
連結累計期間

第55期
第２四半期
連結累計期間

第54期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 798,088 884,711 1,628,357

経常利益 (千円) 15,021 33,196 55,777

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 6,763 25,447 32,705

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 6,722 20,477 30,051

純資産額 (千円) 3,006,975 3,044,183 3,030,167

総資産額 (千円) 4,041,267 4,219,827 4,093,818

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 1.08 4.08 5.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 74.4 72.1 74.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

（千円) 32,207 36,566 182,427

投資活動による
キャッシュ・フロー

（千円) △32,336 △29,484 △68,932

財務活動による
キャッシュ・フロー

（千円) △109,371 11,202 △179,307

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

（千円) 702,860 760,123 744,952
 

 

回次
第54期
第２四半期
連結会計期間

第55期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

（円） △0.74 1.67
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、政府の経済政策により企業収益や雇用情勢の改善傾向が続き、

景気は緩やかな回復基調で推移したものの、円高の影響による企業収益の悪化や設備投資の伸び悩み、新興国経済

の減速による内需への影響などから、景気の先行きは不透明な状況が続いています。

このような状況のもと、当社グループは、「breakthrough　有効性の検証」を方針に掲げ、新たな顧客への提案

型営業を進め、顧客ニーズに応える応用製品の開発及び販売を進めることにより収益基盤を強化するとともに、引

き続き、生産性の向上・原価低減等、収益の改善にも取り組んで参りました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、884,711千円（前年同四半期比10.9％増）、経常利益は

33,196千円（前年同四半期比121.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は25,447千円（前年同四半期比

276.2％増）となりました。　

主力製品であります直動機器につきましては、産業用機械業界及び民生向けに販売を進め、当第２四半期連結累

計期間の売上高は570,739千円と前年同四半期と比べ15,553千円の増加（前年同四半期比2.8％増）となりました。

精密部品加工につきましては、レース用部品の売上が増加し、売上高は259,918千円と前年同四半期と比べ

67,324千円の増加（前年同四半期比35.0％増）となりました。

ユニット製品につきましては、液晶製造装置等の産業用製造装置向けに販売を進め、売上高は54,054千円と前年

同四半期と比べ3,745千円の増加（前年同四半期比7.4％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は4,219,827千円となり、前連結会計年度末と比べ126,008千円の増

加となりました。主な要因は、売上債権64,963千円、機械装置及び運搬具77,668千円の増加によるものでありま

す。

負債は、1,175,644千円となり、前連結会計年度末と比べ111,993千円の増加となりました。主な要因は、営業外

支払手形63,411千円、借入金26,666千円の増加によるものであります。

純資産は、3,044,183千円となり、前連結会計年度末と比べ14,015千円の増加となりました。主な要因は、利益

剰余金19,205千円の増加によるものであります。その結果、当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は

72.1％となりました。

 

EDINET提出書類

ヒーハイスト精工株式会社(E01727)

四半期報告書

 3/17



 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、760,123千円となり、

前連結会計年度末と比べ15,171千円の増加となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

営業活動によるキャッシュ・フローは、主に減価償却費54,075千円及び仕入債務の増加額31,458千円による資金

の増加に対し、売上債権の増加額67,324千円による資金の減少により、得られた資金は36,566千円（前連結同四半

期は32,207千円の収入）となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得による支出19,490千円により、使用した資金は

29,484千円（前連結同四半期は32,336千円の支出）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長期借入金の増加額150,000千円による資金の増加に対し、長期借

入金の返済による支出123,334千円により、得られた資金は11,202千円（前連結同四半期は109,371千円の支出）と

なりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、18,567千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,720,000

計 18,720,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,245,000 6,245,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります

計 6,245,000 6,245,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年７月１日～
平成28年９月30日

― 6,245,000 ― 717,495 ― 664,455
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(6) 【大株主の状況】

平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

尾崎　浩太 東京都世田谷区 1,123 17.98

尾崎　文彦 埼玉県川越市 1,021 16.34

尾崎　久壽彌 埼玉県所沢市 694 11.12

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 115 1.84

榊原　潤 大阪府大阪市浪速区 103 1.64

日本証券金融株式会社
東京都中央区日本橋茅場町１丁目２番10
号

91 1.45

金井　俊和 神奈川県鎌倉市 77 1.23

高水　永夫 東京都西多摩郡瑞穂町 66 1.05

小泉　秀樹 埼玉県川越市 62 0.99

松田　健太郎 富山県富山市 60 0.96

計 － 3,413 54.65
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成28年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式    3,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 6,236,000 6,236 ―

単元未満株式 普通株式    6,000 ― ―

発行済株式総数 6,245,000 ― ―

総株主の議決権 ― 6,236 ―
 

(注) 「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式948株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成28年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
ヒーハイスト精工
株式会社 

埼玉県川越市今福580番地１ 3,000 ― 3,000 0.06

計 ― 3,000 ― 3,000 0.06
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

　

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

　

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 744,952 760,123

  受取手形及び売掛金 246,092 235,280

  電子記録債権 261,197 336,973

  商品及び製品 250,963 194,035

  仕掛品 377,595 416,270

  原材料及び貯蔵品 170,584 168,750

  その他 58,059 47,420

  流動資産合計 2,109,445 2,158,854

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 630,977 612,187

   機械装置及び運搬具（純額） 98,489 176,158

   工具、器具及び備品（純額） 24,569 24,794

   土地 1,063,504 1,063,504

   リース資産（純額） 61,464 67,008

   建設仮勘定 1,358 925

   有形固定資産合計 1,880,364 1,944,579

  無形固定資産 11,446 12,267

  投資その他の資産   

   保険積立金 65,729 77,883

   その他 26,833 26,243

   投資その他の資産合計 92,562 104,126

  固定資産合計 1,984,373 2,060,973

 資産合計 4,093,818 4,219,827

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 207,996 218,878

  電子記録債務 42,689 56,611

  短期借入金 50,000 50,000

  1年内返済予定の長期借入金 123,508 123,008

  リース債務 16,356 18,943

  未払金 30,104 47,612

  未払法人税等 25,000 15,641

  賞与引当金 19,591 20,920

  営業外支払手形 16,383 79,794

  その他 57,310 30,582

  流動負債合計 588,939 661,993

 固定負債   

  長期借入金 281,215 308,381

  リース債務 46,663 49,660

  役員退職慰労引当金 82,927 87,890

  退職給付に係る負債 63,905 67,719

  固定負債合計 474,711 513,650

 負債合計 1,063,650 1,175,644
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 717,495 717,495

  資本剰余金 664,455 664,455

  利益剰余金 1,638,778 1,657,983

  自己株式 △467 △687

  株主資本合計 3,020,261 3,039,245

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △160 454

  為替換算調整勘定 10,067 4,482

  その他の包括利益累計額合計 9,906 4,937

 純資産合計 3,030,167 3,044,183

負債純資産合計 4,093,818 4,219,827
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 798,088 884,711

売上原価 566,664 621,596

売上総利益 231,424 263,115

販売費及び一般管理費 ※  208,273 ※  218,245

営業利益 23,151 44,869

営業外収益   

 受取利息 85 60

 受取手数料 29 525

 廃材売却収入 66 70

 その他 31 142

 営業外収益合計 213 799

営業外費用   

 支払利息 3,163 2,463

 為替差損 5,179 10,010

 営業外費用合計 8,343 12,473

経常利益 15,021 33,196

特別利益   

 固定資産売却益 134 2,999

 特別利益合計 134 2,999

特別損失   

 固定資産除却損 18 13

 特別損失合計 18 13

税金等調整前四半期純利益 15,137 36,182

法人税等 8,373 10,735

四半期純利益 6,763 25,447

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,763 25,447
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 6,763 25,447

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △457 615

 為替換算調整勘定 415 △5,584

 その他の包括利益合計 △41 △4,969

四半期包括利益 6,722 20,477

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 6,722 20,477
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 15,137 36,182

 減価償却費 43,719 54,075

 受取利息及び受取配当金 △100 △76

 支払利息 3,163 2,463

 有形固定資産売却損益（△は益） △134 △2,999

 有形固定資産除却損 18 13

 売上債権の増減額（△は増加） △24,670 △67,324

 たな卸資産の増減額（△は増加） 61,540 13,790

 仕入債務の増減額（△は減少） △55,780 31,458

 賞与引当金の増減額（△は減少） 274 1,416

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,393 4,962

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 222 3,814

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △9,365 9,977

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 11,528 △27,412

 その他 △203 77

 小計 48,743 60,418

 利息及び配当金の受取額 100 76

 利息の支払額 △3,105 △2,795

 法人税等の支払額 △13,531 △21,133

 営業活動によるキャッシュ・フロー 32,207 36,566

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △21,073 △19,490

 有形固定資産の売却による収入 － 3,000

 無形固定資産の取得による支出 － △1,755

 投資有価証券の取得による支出 △2 △2

 貸付金の回収による収入 60 30

 その他 △11,320 △11,265

 投資活動によるキャッシュ・フロー △32,336 △29,484

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △40,000 －

 長期借入れによる収入 － 150,000

 長期借入金の返済による支出 △61,734 △123,334

 自己株式の取得による支出 △80 △220

 リース債務の返済による支出 △7,556 △9,069

 配当金の支払額 － △6,173

 財務活動によるキャッシュ・フロー △109,371 11,202

現金及び現金同等物に係る換算差額 548 △3,113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △108,951 15,171

現金及び現金同等物の期首残高 811,812 744,952

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  702,860 ※  760,123
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日　至 平成28年９月30日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得する建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。　

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。
 

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日　至 平成28年９月30日)

税金費用の計算

 
税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実

効税率を乗じて計算する方法によっております。ただし、見積実効税率を用いて計算すると

著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
 

　

(追加情報）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日　至 平成28年９月30日)

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

  
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

役員報酬 39,150千円 40,860千円

給料及び手当 34,963千円 33,940千円

支払報酬 17,157千円 17,575千円

研究開発費 17,866千円 18,567千円

租税公課 13,906千円 16,209千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

現金及び預金 702,860千円 760,123千円

現金及び現金同等物 702,860千円 760,123千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 6,242 1.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 利益剰余金
 

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業セグメントは、精密機器製造事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 1円8銭 4円8銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 6,763 25,447

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

6,763 25,447

普通株式の期中平均株式数(株) 6,242,855 6,241,210
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月14日

ヒーハイスト精工株式会社

取締役会 御中

 

優成監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   前　　田　　裕　　次　　印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   宮　　崎　　　　　哲　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヒーハイスト精

工株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成28年７月１日

から平成28年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヒーハイスト精工株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現

在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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